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　　主　　題（2014 ／ 2015）

国 際 会 長　　「言葉より行動を」　　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「未来を始めよう、今すぐに」　

西 日 本 区 理 事　　「響き合い、ともに歩む」

中 部 部 長　　将来を見つめたワイズ活動！」を今やってみよう！

名古屋クラブ会長　　「みんなで創ろうワイズの未来」

2014 〜 2015　5 月号　(No818)

在　　籍 26 名
第 1 例会 22 名
　　メネット 7 名
第 2 例会 12 名
　　メネット 名
ゲスト・ビジター  5 名
メーキャップ 名
出席率 84.6%
メネット会 7 名
ゲスト・ビジター 名

4 月クラブ出席 B　　　F

切手 60pt

現金 0pt

小計 60pt

切手 1560pt

現金 35500pt

小計 37060pt

4
　
月

累
計
（
6
〜
4
月
）

飯　田 ○

伊左治 ◯

伊　藤 ◯

尾　関 ◯

小　尾 ◎

加　藤 

川　口 ◎

川　本 ○

河　部 ◎

鬼　頭 

木　本 ○

久保田 ◎ 

五　島 ◎

小　谷 

塩　田 ◎

鈴　木 ◯

千　賀 ◎

相　馬 ◎

谷　川 ○

寺　田 

中　村 ○

西　村 ◎

深　谷 ○

牧 ◎

義　井 ◎

渡　辺 ◎

4　月　　個　人　出　席 第 一 例 会（4/14）
　　　　（メネット） 伊左治　尾関　五島　西村　長井　飯田
 　　  加藤（邦）
　　　　　
東日本大震災被災地応援ツアー（4/11〜 12）　渡辺

中部評議会（4/25）　川本　川口　千賀

中部合同メネット会（4/25〜 26） 川本　川口

第　2　例　会

5 月例会プログラム

と　き:2015 年 5 月 19 日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：6 月例会の件他

　スノーボードをしようと子どもと甥を連れ、春まだ浅い御岳

に出かけた帰り道、日和田方面へハンドルを切りました。

　33 歳の甥、高校 1 年の長男、中学 2 年の次男はともに

YMCA メンバーだったので、キャンプの思い出話に花が咲き

ました。コテージに宿泊するドキドキ、夜の暗闇、トイレにい

た虫、湿って臭い寝具（到着してすぐ干したのに）、リーダー

の寝袋に蜘蛛をいれたこと、等々。

　年代の違う 3 人ですが、脳裏に蘇った日和田の夏の自然は

共通のようで、ひとりがキャンプファイヤーで見た天の川の話

をすれば、そうだったそうだったと、男ばかりの車中がそのと

きだけロマンティックな雰囲気。

　せっかく到着した日和田は、入り口から奥へと雪、雪、雪。

　　残念だね進入は断念だ。

　　冬の日和田初めて見た。中はどうなっているんだろう。

　　熊いたりして。

　　まだ冬眠中だろ。

　　冬のキャンプあったらいいのに。

　雪国体験キャンプあったらいいですね。外は雪。暖炉もあっ

たらいいなあ。その前に集まって、世界中の国の子どもたちの

ことを考え、貧困や戦争といった悲しい状況にある友だちに心

を馳せる。火を見つめながら自分のことのように他人のことを

考える。翌日は、雪合戦したり、近くのスキー場でスキーしたり。

　YMCA プログラムで育った芽

　深　谷　　聡

会　　長　千賀　将
副 会 長　渡辺　伊藤

書 　 記　谷川　河部
会　　計　義井　川口　塩田

ブリテン　久保田　千賀　伊左治　

DBC 交流会
と　き：2015年5月9日㈯〜10日㈰
ところ：美杉リゾートホテル ANNEX
第 1 部 pm5:00 〜  司会　中村　　隆君
　開会宣言　 　 　会長　千賀　　将君
　ワイズソング
　聖書朗読・祈祷  塩田　　保君
　入会式 　　　山口　一雄君  
　中部部長挨拶  大西　博昭君 
　各クラブ紹介
　意見交換「部・区を超えて活動報告や未来について」
　諸報告
第 2 部 pm6:00 〜  司会　谷川　　修君
　食前感謝祈祷・乾杯　ドライバー 尾関　　明君
　宴会
第 3 部
　① pm8:00 〜　星空＆ナイトツアー
　② pm8:30 〜 pm10:00　フェローシップアワー
5 月 10 日 エクスカーション（自由参加）
　①ゴルフ
　②伊勢本街道巡り森林セラピー
　③手作りパン教室

C/o  NAgoYA YMCA 1-2-7 hAruokA, ChIkusAku, NAgoYA, 464-0848 jApAN
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■ ■ ■  第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■ ■ ■

と　き　2015 年 4 月 14 日（火）

ところ　名古屋 YMCA

　今日は新しい会館のこじんまりした部屋でメネットアワー

の会でした。

　聖岩クラブの徐メンと申メネットのお二人を迎えて日本語

と韓国語とのワイズソングで始まりました。昨日の御在所観

光は生憎の雨で残念でした。徐さんのお話は申さんの通訳

でよく分かりました。（日本語の勉強をされた申さんに敬服。

お話のなかで国同志の仲はぎくしょくしているのにこうして

親愛なる貴クラブと交流出来ることを幸いとして感謝すると

云われたこと、本当にそうだと思いました。

　大阪土佐堀の岩田メンより移住漁村「愛知村」についての

お話を聞きました。2007 年 9 月以来愛知県と韓国へ度々足

を運ばれたの事でした。打瀬網（通網）から定置網へと変わっ

た事（大正 5 年）打瀬船はしゃちの型をしていて金鯱号と云っ

た由。

　当時は日本人と韓国人は協力していたとの事でした。現在

在韓していた日本人住宅の残っている処を修理して観光用に

したいと思っていらっしゃると日本の新聞で読みました。こ

んな事からお互い国同志の交流が始まればいいと思います。

　徐さん申さん岩田さん種々有難うございました。

　また連絡主事として 4 年余りお世話をいただいた中野美

幸さんに代り、新しく牧 賢範君が名古屋クラブの連絡主事

として就任の挨拶をされました。今後ともよろしくお願いし

ます。 （尾関静枝）

■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト ■■ ■

と　き　2015 年 4 月 21 日（火）

ところ　名古屋 YMCA

　1）　 潮干狩りの件

　　　日時　2015 年 5 月 16 日（土）9：30 集合

　　　場所　 蒲郡市竹島海岸（例年の乙方海岸から変更され

ましたのでご注意

　　　プログラム　10：00 頃より潮干狩り開始 12 時頃

　　　　　　　　　昼食後全体でのミィーティングで終了

　　　アクセス：愛知県蒲郡市竹島町竹島海岸

　　　　　　　　東名高速蒲郡 IC から約 10km

　2）　 5 月例会（DBC 交流会）の確認等

　　　美杉リゾートホテルアネックス TEL059-272-1155

　　　アクセス　①ローカル線の旅　名松線

　　　　　　　　　松阪 15：11 発　家城 15：48 着後送迎

　　　　　　　　②近鉄榊原温泉口下車　シャトルバス有

　　　　　　　　③自家用車　久居 IC から 30 分

　YMCA の教育の真髄は促成栽培に向いてないのかもしれ

ません。しかし YMCA で育った芽は必ず各々の中に実をつ

けている。その人の人格の一部になっている。花を咲かすの

はそれぞれだとしても。

　時代に世情に即したプログラムは必要でしょう。けれど、

YMCA から発信する教育があってもいいのではないですか。

それが、一見すると世の流れにそぐわない速度であっても。

大人も子どもも等しく尊重する場所。同じ目線で一緒に考え

てくれる学生リーダーの存在。私たちワイズメンバーはその

ために何ができるでしょうか。

　車中の若者はいつの間にか鼾をかいています。運転しなが

ら、そんなことを考えていました。

合同メネット例会の報告

　4 月 25 日（土）〜 26 日（日）、金沢で中部合同メネット

例会が開催され、名古屋クラブからは、川本メン、川口が参

加しました。

　和菓子づくりは、老舗和菓子屋店主の指導で、春の生菓

子（花菖蒲、なでしこ）を作りました。メンもメネットも皆、

粘土遊びを思い出して楽しみながら美しい和菓子ができまし

た。金沢クラブ新入会員の朝倉メンお手製の加賀友禅の懐紙

いれもいただきました。

　その後、老舗料亭石亭で、藤舎麻衣氏の横笛の美しい演奏

に心をあらわれ、おいしい加賀料理に舌鼓をうち、金沢の春

を満喫しました。

　山内メネット主査とホストクラブの金沢クラブの皆様、あ

りがとうございました。 （川口　恵）
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「愛する人たち、あなたがたに勧めます。いわば旅人であり、仮
住まいの身なのですから、魂に戦いを挑む肉の欲を避けなさい。」

ヨペトロの手紙一２：１１

西　村　　清

　６月から１０月まで、５ヶ月間の予定で、マレーシアのク

アラルンプールの日本人教会（フェローシップ・集まり）の

牧師を務めることになりました。したがって今月の聖句もこ

こ名古屋で書くのはこれが最後で、多分クアラルンプールか

らメールで送れると思いますので、今月の聖句は引き続いて

ブリティンに載せることができると思います。考えてみます

と、クラブ会長をつとめた１９８５年から今月の聖句解説を

始めましたので、もう３０年になります。皆さんもよくつき

合ってくださったと感謝しています。

　さて、わたしにとって、外国に長期滞在は２度目で、３０

歳台前半でアメリカに留学した時は３年、今回は５ヶ月で、

アッという間に終わると思いますが、そのようなわけで、マ

レーシアでは、聖句にありますように旅人、また仮住まい、

いわば寄留者として生活することになります。マレーシアの

市民のように選挙権もないし、また市民としての特権も与え

られていません。もちろんある程度の保護は受けることは許

されていると思います。わたしの場合は別に祖国（日本）を

持っているからです。

　同様に、聖書によりますと、クリスチャンは、「国籍は天

にある」と言われています。つまりこの地上での生活は、仮

住まいであり、また旅人として生活をしているにすぎないと

いうのです。したがってこの地上での生活を終え、人生を終

えた時、わたしたちは神さまのみもとに引き上げられ、いわ

ば私たちの国籍のある天国にくつろぐことが出来ると示され

ています。

　外国での生活、旅人としての生活ですから、身を慎み、欲

望のままに生活をしてはならないとこのペトロの手紙では勧

告しています。わたしたちのこの地上での生活もまさに、そ

のように身を引き締め、節制して生活するようにというわけ

です。心して聞くべき言葉だと思います。

▼ YMCA ニュース▼
　４月４日に多くの方に見守られ、名古屋 YMCA 新本館の

献堂式が無事に行われました。献堂式では、野村理事長から

困難な時期に YMCA 運動を支えてくださった方々への感謝

が伝えられました。困難な時期を越え、新たに歩みを始める

名古屋 YMCA の運動がこれからも多くの方々ともに進めら

れることを強く感じることの出来る式となりました。今後と

も YMCA 運動にご協力よろしくお願いいたします。

 

５・６月の YMCA 行事

５月１６日（土）夢・希望フォーラム

　＠南山ファミリー YMCA　13：30 〜 19：00

６月１日〜７日

名古屋 YMCA 国際協力募金週間

被災地訪問ツアー参加記

とき：2015 年 4 月 11 日 ( 土 ) 〜 12 日 ( 日 )

　ここ 3 年　名古屋グランパスクラブが毎年企画している　

東日本大震災の被災地応援ツアーに同行させていただきまし

た。参加メンバーはグランパス 6 名　グランパスのＤＢＣ

の京都東稜クラブ 6 名、名古屋地区他クラブから私を含め 4

名、そして現地のワイズとＹＭＣＡ関係者 4 名の総勢 20 名

です。

　飛行機で花巻空港に降り立ち　そこからＹＭＣＡのマイク

ロバスで陸前高田市役所表敬訪問、大槌町で震災の語り部の

話を伺い、万里の頂上と言われた田老の防波堤跡を見学、そ

こからあまちゃんに登場する全線復旧したばかりの三陸鉄道

北リアス線で久慈まで北上するコースでした。

　大きな土木工事が行われている一方　仮設住宅もまだまだ

あちこちに残り、完全復興には程遠いことを実感した旅でし

た。3 月の例会で集めた募金は　他のクラブの募金と併せて

宮古のＹＭＣＡに寄付金としてお渡ししてきました。このツ

アーに混ぜていただいたグランパスクラブ並びに現地で御世

話に成りましたワイズ・ＹＭＣＡの方々　ありがとうござい

ました。　 （渡辺真悟）
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4 月メネット例会報告

【聖岩クラブ（IBC）からの公式訪問：徐漢範・申榮喜夫妻】

　第二日目（４月１４日）の湯の山案内

　参加者（メン）：五島、千賀、相馬、谷川、西村、義井

　　　　（メネット）：加藤邦、五島、西村

　　　　（コメット）：千賀友平

　徐さん、申さんご夫妻とは、１９８５年以来、数回の名

古屋での交流を重ねてきた。聖岩クラブの主要メンバーで

す。私も、今回の来訪までに何とか風邪が治るように祈っ

ていました。

　当日、雨をものともせず、三台の車に分乗し、湯の山目

指して御在所ＳＡでのトイレ休憩の後ははやランチタイム。

普通なら行列のできる「茶茶」（麦とろ専門店）も、今日

は広い座敷で伸びのびと、純日本食（？）の「とろろ定食」

を味わっていただき、お二人とも完食。近頃ではあちらで

もこの種の店があるとか。

　雨のため、御在所のロープウエイで山頂に登ることをあ

きらめ、「茶茶」の隣にある「パラミタミュージアム」へ

の入場となった。内部は意外と広く、池田満寿夫の宗教世

界が多彩に表現され、他に北斎の富嶽百景やからくり人形

等、日本美術を堪能した（ちなみにパラミタとは「般若波

羅密多」のこと）。

　ロープウエイに乗ることはやめたが、その乗り場まで行

き、近くのホテルで休憩した。雨に煙る満開の桜は予想外

の美観でした。女性陣はロビーで、申さんを囲んで近況の

こと、ゴルフの特訓のこと等を伺った。公私さまざまな生

活の変化にも、ワイズへの想いは変わらず、今日に至って

おられることを伺い知ることが出来た。私たちも心折れる

ことがあってはならないと反省させられた。徐さんやメン

は露天風呂を楽しみ、千賀さん親子は大浴場貸し切りで運

動会とか！？友平君は大満足の様子で、帰りは車の中でグ

ッスリでした。マスコット、兼カメラマン、兼会長補佐役

を務めて、私たちを楽しませてくれたコメット君ありがと

う。カムサハムニダ！！ドライバ―（千賀、谷川、西村）

のお三人にはお疲れさまでした。

（西村牧子）

と   き ：  2015 年 5 月 9 日（土）〜 10 日（日）

ところ：美杉リゾート（ホテル ANNEX）

　　 ５月の例会は、美杉のＤＢＣ交流会への参加に代

えます。

5月メネット会ごあんない

　会費は月額 7,000 円、年額 84,000 円です。特別メネット会員は年額 24,000 円です）
　できるだけ6ヶ月分42,000円を7月と1月に納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ
月分ずつ納入される方は 7 月、10 月、1 月、4 月に納入して下さい）

ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781
　　　　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い

河部　薫君 60pt
 　　計 60pt

※BF より 4 月号報告欄の訂正
　 切手、河部薫君　60pt を追

加（3 月に受付）

切手5 月 
   5 日 　尾関　　明・静枝夫妻
 18 日　小谷　治郎・充子夫妻

メ　ン　　
5 月 7 日 谷川　　修君
 10 日 小谷　治郎君
 24 日 義井　裕子さん
 30 日 鈴木　　学君
メネット
5 月 24 日 西村　牧子さん


